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されている。‘MOLIERE ／	EST	MORT ／	DANS	CETTE	MAISON ／	LE	17	FEVRIER	
1673 ／	VOLTAIRE ／	EST	MORT ／	DANS	CETTE	MAISON ／	LE	30	MAI	1778 ／	











































































































































































































































































































olent,	sensational	 type	of	melodrama	performed	at	 the	Grand	Guignol	 theatre	 in	Montmartre	（see	 line	
181-82）.	〔HM	cut	lines	1-5	of	this	page	when	the	poem	was	reprinted	in	1973.〕（p.292.）
16　河野、前掲書、pp.152-4.　ここでは、この詩をボードレールの都市経験を継承しながらも、特徴として「当
時の民俗学または文化人類学的言説の一大領域が開けてくる」として、フレイザー、ハリソンを挙げ、春
祭りにおける劇の発生とこの作品の持つ民俗学的要素に言及している。
17　Raymond	Williams,	Fredric	Jamesonのモダニズム論を批判し、また継承する形でEsty,	Jed.	A	shrinking	
Island:	Modernism	and	National	Culture	in	England,2003．は、イギリス文学におけるモダニズム研究を代
表する著作である。エスティは、1939年代にイギリス文学者たちの中に、‛anthropological	 turn’と呼ぶ、
初期あるいは盛期モダニストを特徴づける ‛universalism‘から	自国への’culturalism’への転回があった
と仮定し、この著作において実証しようと試みた。本論の立論も、多々エスティに負う面があることを述
べておく。
18　河野、前掲書、p.148.	河野は、本論第４章で引用した『パリ』、ll.71-2. の２行を引用し、「フランス語のpay-
sanは直訳では農夫、農民であるが、その語根はpaysすなわち、「国country」であり、paysanの英語への
訳はcountrymanであるべきなのだ。すなわち、この一節で述べられているのは、こういうことだ－パリ
という大都市を故国（ホーム）とすることには、その構成要素として、ホームシックであることが含まれる。
大都市のユートピア性とは、非本来性・混沌性をその本質とするものである。」と述べている。さらに論文
のテーマを「本論の最大のテーゼとは、盛期モダニズムにおける都市表象は、土着性か完全に自由になっ
たコスモポリタニズムのみを原理とするのではないということ、そしてジェド・エスティが後期モダニズ
ムに見いだしたような土着性への志向を、盛期もしくは初期モダニズムがすでに抱え込んでいた、という
ことである。」（同書、p.138.）としている。
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